
















要約:不慮の事故による死亡について国際比較を行ったところ、わが国の不慮の事故死亡

率(人口 10万人対)は 29.1 で、比較した 15 ヵ国中第 4位と低い値であった。 しかし、年

齢階級別で見ると 25～34 歳は 15 ヵ国中最も低値であったが、0～4 歳、55～74 歳の年齢

階級の死亡率は高かった。事故の種類別にみると、不慮の溺死が 15 ヵ国中最も高く、不

慮の墜落が最も低値であった。

 以上の結果より、わが国では若年者と老人の事故対策を早急に行う必要があり、特に溺

水対策にカを入れるべきである。


